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［DK-BIMを活用した設計フローの検証］
美保テクノス様との協業による

～令和３年度ＢＩＭを活用した建築生産・維持管理
プロセス円滑化モデル事業～

での活用
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◆現在の課題を解決する

・設計・現場での人手不足の解消

・建設コストの明確化による適正化

・情報の共有化による業務連携効率化やミスの防止

1.取り組みの概要

ダイキン工業のBIM取組概要
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◆１０年後・２０年後の未来を見据えた建設業存続に向けて

・現場も含めた技術の空洞化対策

・維持管理への利用で、建物資源の維持を促進

・エネルギー管理等の環境問題への寄与

（SDGｓ等や社会問題への対策）

1.取り組みの概要

ダイキン工業のBIM取組概要
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ダイキン工業のBIM取組概要

◇顧客へのデジタル化・BIM利用推進による課題の解決

★利用出来る環境の整備と情報を生み出すための効率化が必要

⇒お客様にメリットを提供出来る情報の整備と
ソフトウェアの提供と情報の連携により実現

1.取り組みの概要
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空調計算（ダイキン製品）の効率化へご利用頂くことが可能
単純な機器選定だけではなく、

●機器情報を利用した空調付帯計算機能

●各種ソフトとのデータ連携

●CAD（Revit・Rebro）との機能連携

ダイキン工業のBIM取組概要

1.取り組みの概要

◆空調設計支援ソフト「DK-BIM」のご提供
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❏入力された情報を誰でも利用できるようにする

◆情報の生成

【例】
・統一されたインターフェースの利用
・共通フォーマット化
・エクセル等取り扱いやすい情報体系

ダイキン工業のBIM取組概要

2.各取り組みの説明
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❏入力された情報を利用して新しい情報を生み出す

【例】
・空調付帯計算(騒音等)への流用
・条件の再入力なしで再計算
・入力情報を利用した自動計算

◆入力情報の活用

2.各取り組みの説明

ダイキン工業のBIM取組概要
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空調設計支援ツール（DK-BIM）の利用

熱負荷
計算

換気
選定

空調機器
選定

2.各取り組みの説明
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2.各取り組みの説明

空調設計支援ツール（DK-BIM）の利用
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美保テクノス様との協業

◆BIM利用による設計フローの効果検証
⿃取県⻄部総合事務所新棟・⽶⼦市役所糀町庁舎 整備等事業
での新設計フローの検討

課題の抽出を行って事業による特殊性ではなく、汎用的なフロー
におけるDK-BIMを利用した優位性についての検討・検証を行う

【新技術の利用】
・DK-BIMの展開による新設計フローへのアプローチを実施中
・Revit、BIM360を利用した設計フロー、施工フローについて

※今後の展開を予定

2.各取り組みの説明
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建築の受領から空調設計への転用を行い、設計図面への反映を目指す

DK-BIMの基本機能

Revit
意匠・建築モデル

DK-BIM
・熱負荷計算
・空調機器選定
・空調付帯計算

Revit
設備モデル

2.各取り組みの説明

美保テクノス様との協業
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【現フェーズでの検証内容】
・基本機能である熱負荷計算・機器選定をBIMモデルを元に実施

【結果の検証と展開】
・別ソフトとの計算結果における妥当性の確認

・機器選定結果の情報利用とRevit図面への反映を検証中

2.各取り組みの説明

美保テクノス様との協業
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3.成果・生産性向上への貢献度

執務室A

執務室C

執務室D

執務室B

DK-BIMとRevitアドインを利用した
熱負荷計算の効率化

建築モデルから部屋情報を取得して、計算対象として抽出

各項目を図面から取得することで、熱負荷計算の必要箇所を入力

注：部屋名は変更しております
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3.成果・生産性向上への貢献度

壁素材や厚み等を情報も取得することで熱負荷計算に活かす
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3.成果・生産性向上への貢献度

建築モデルからの取得情報と条件を入力して熱負荷の結果を
取得することが出来た

執務室A

執務室C

執務室E

執務室G

執務室I

執務室B

執務室D

執務室F

執務室H

執務室J

注：部屋名は変更しております
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3.成果・生産性向上への貢献度

DK-BIMでの機器選定

熱負荷計算結果を利用した機器選定へと繋げる
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3.成果・生産性向上への貢献度

DK-BIMでの機器選定

型式の条件を指定した計算から機器選定結果を取得
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騒音計算

機器選定情報 機器配置

冷媒配管選定

計装図自動作成

結果を利用して得られる情報を利用して、
各種空調関連計算・作図へ展開する

CAD上への配置

WEBプログラム
フォーマット転記

冷媒配管作図

機器配置

CAD上での作業(Revit)機器仕様を用いた設計
DK-BIM上での作業

【計算結果出力】
・熱負荷計算書

熱負荷
計算

機器選
定

空調付帯計算
BIMCAD
連携機能群

4.今後への期待

附帯計算への展開による図面への反映
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4.今後への期待

BIM/nonBIMを繋ぐ
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4.今後への期待

設計だけではない効率化への発展

◆設計の効率化
今回は設計部分でのBIMモデルの利用とDK-BIMによる効率化
に重点を置いた検証を報告した

◆メーカー参画による利点への発展
1.利用者の求めるものをダイレクトにフィードバックして頂く
ことでDK-BIMのさらなる発展への期待

2.設計フェーズから施工・運用・管理フェーズへのメーカー
参画による機器データの活用への期待




